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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､ポッリヌスE型毒素のヒト結腸癌由来 caco･2細胞への結合について､ポッリヌ
スA型毒素の同細胞への結合と比較しながら､解析している｡その結果､A型毒素の場合は､
16S/19S毒素複合体 (7Sの神経毒素 NTと赤血球凝集素HA と､これらを含まない無毒成分
NTNHからなる)の結合のみが検出され HAを介して腸管細胞に結合するという当該研究グ
ループの知見を確認した｡一方､12S毒素複合体 (7Sの神経毒素 NTとNTNHからなる)の
みを産生するE型毒素では､7Sの神経毒素と12S毒素複合体のどちらもCac.･2細胞へ結合
ノしたが･7S毒素の結合性は 12S毒素複合体よりも高かった｡さらに､7S毒素のH鎖 C端側
(Hcドメイン)に対する抗体により7S毒素の結合は顕著に阻害された｡以上のことより､ボ
ツリヌスE型毒素は､A型毒素とは異なり､7S神経毒素のHcを介してCaco-2細胞に結合す
ることが推察された｡これらの知見は､12S毒素複合体のみを産生するボツリヌスE型毒素の
腸管細胞への結合機構について,重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると詠める｡
